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可
決
し
た
主
な
議
案

千
葉
市
基
本
構
怨
を
改
定

(
塁
本
構
想
)

千
菜
市
新
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
都
市
づ
く
り
の
雲
本
的
方
向
性
を
一
示

す
、
千
一
栄
市
基
本
仲
間
想
を
改
定
し
ま
す
。

(予

算

*
一
般
会
計
徳
正
予
算

国
庫
術
一助
金
の
決
定
に
伴
う
公
図
整
備
費
や

小
中
学
校
校
舎
等
質
収
賞
、
さ
ら
に
生
活
保
護

畿
な
ど
の
領
祉
対
策
践
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
地
戚
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
中
高
年
者
就

業
支
援
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
と

5
事
業
貨
を
計
上

す
る
な
ど
、
合
わ
せ
て
四
十
七
億
八
千
七
百
万

円
を
追
加
し
ま
す
。
こ
の
財
源
と
し
て
は
、
国

庫
支
出
金
二
十
二
億
三
千
百
万
円
、
市
償
二
十

億
四
千
七
百
万
円
、
地
方
交
付
税
一
億
一
千
七

百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
聡
員

の
給
与
の
改
定
な
ど
に
伴
い
、
九
億
一

一千
九
百

万
円
を
減
額
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計

の
予
鍔
総
額
は
、
三
千
五
百
四
億
九
千
二
百
万

円
に
な
り
ま
す
。

*
特
別
会
計
矯
正
予
算

下
水
道
事
業
会
計
に
三
億
一
千
六
百
万
円
を

追
加
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
特
別
会
計
の
予
銭

総
額
{
企
業
会
計
も
含
む
)
は
、
二
千
九
百
二

十

一億
七
千
七
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

緑
区
鎌
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

1
月
日
日
オ
ー
プ
ン

(
条
例
)

干
葉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
鐙
管
理
条
例

の
一
部
改
正

新
た
に
緑
区
輔
副
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

千
葉
市
立
図
密
館
設
置
条
例
の

一
部
改
正

新
た
に
緑
図
宮
崎
郎
を
設
遣
す
る
と
と
も
に
、
図

書
館
の
名
称
を
変
更
す
る
な
と
、
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
す
。

(
工
事
請
負
契
約
)

若
葉
区
北
谷
浅
町
地
内
の
若
葉
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
の
新
築
工
事
を
四
億
三
千
九
百
万
円
で
行

い
ま
す
。

(
工
事
委
託
契
約
)

中
央
区
蘇
我
町
2
丁
目
地
内
の
都
市
計
画
道

路
蘇
我
町
線
J
R
内
房
線
・
一
示
一
票
臨
海
鉄
道
線

交
差
部
工
事
(
そ
の
1
)
を
九
億
五
千
九
百
万

円
で
委
託
し
去
す
。

(
人
事
案
件
)

助
役
に
、
島
田
行
信
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
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C
ゎ
、

管
任
委
員
会

抱
月
3
日
に
関
か
れ
、
議
案
日
件
、

請
願
3
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
議
案
を
可
決
し
、
議

慨
は
、
不
綜
択

2
件
、
継
続
審
査

1
件

と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

平成12年(2000年)2月

(
所
管
制
総
務
局
、
企
函
調
護
局
、
財
政
局
、

市
民
局
、
会
計
室
、
選
挙
管
怒
委
員
会
な

ど
)千

葉
市
基
本
橋
怨
や
千
葉
市
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
省
管
四
条
例
の

一
部
改
正

な
と
議
案
7
件
そ
密
資
し
、
塁
一本
州
制
怨
に

闘
し
、
留
の
賞
制
卸
閉
塞
本
計
画
な
ど
に
位

鐙
付
け
ら
れ
た
業
務
後
抑
制
市
と
し
て
の
業
務

機
能
移
転
の
引
き
受
け
見
込
み
、
「望
ま
し

い
都
市
の
姿
」
の
配
列
順
と
上
位
計

一一幽
と

の
関
係
、
ま
た
、
市
民
の
吉

一一同
の
反
映
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

i晶I見怨設委員会ilii'言問m

保
健
下
水
委
員
会

， 

l 月 15日にオープンした1Jí:~コミ ュニティセンター

環
境
建
.設

委
員
L. .... 
~ 

(
所
管
川
市
柑
続
局
、
建
設
局
、
水
道
局
)

一
般
会
計
純
正
予
算
と
都
市
計
画
道
路

刊
紙
我
町
線
J
R内

一一尻
線
・
一
塁
栄
臨
海
鉄
道

線
交
差
部
工
事
に
係
る
工
事
委
託
契
約
の

議
案
2
件
を
審
査
し
、
工
事
委
託
契
約
に

関
し
、
当
該
箇
所
に
お
け
る
今
後
の
工
事

予
定
、
鉄
道
会
社
へ
の
委
託
理
由
と
鉄
道

会
吐
か
行
う
工
事
発
注
に
対
す
る
本
市
の
か

か
わ
り
の
程
度
、
ま
た
、
当
路
線
の
今
後

の
整
備
予
定
と
近
鱗
住
民
へ
の
環
段
対
策

な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

，
経
済
教
育
委
員
会

(
所
管
日
経
済
農
政
局
、
教
育
委
員
会
、
農

業
委
員
会
)

一
般
会
計
術
正
予
算
や
千
葉
市
立
図
広

館
設
置
条
例
の
一
部
改
正
な
と
該
祭
4
件
付

を
審
査
し
、
子
東
市
立
図
芭
館
設
鐙
条
例

の
一
部
改
正
に
闘
し
‘
本
条
例
の
改
正
に

伴
う
各
地
区
図
書
館
の
名
祢
変
更
を
市
民

へ
周
知
す
る
方
法
、
ま
た
、
緑
図
自
館
の

閲
設
に
つ
い
て
、
総
長
と
司
習
の
配
置
予

定
鋭
、
地
岡
崎
お
よ
び
図
書
館
関
係
者
の
要

望
一の
反
映
状
況
、
本
市
の
図
書
館
に
お
け

る
浪
制
緩
防
止
措
問
題
の
設
置
箇
所
と
今
後
の

祭
儀
方
針
、
さ
ら
に
、
図
雲
隠
運
営
を
民

筒
委
託
に
す
る
考
え
の
奇
策
な
ど
に
つ
い

て
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ミ

都
市
消
防
委
員
会

(
所
管
制
都
市
局
、
消
防
局
)

一
般
会
計
補
正
予
算
の
議
案
1
件
を
審

査
し
、
都
市
公
園
内
環
現
美
化
事
業
に
関

し
、
市
内
公
箇
な
ど
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ

ス
の
実
態
と
こ
れ
ま
で
の
対
策
や
市
民
か
ら

マ
ナ
|
函
で
の
批
判
.
か
出
て
い
る
公
闘
で
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
使
用
の
実
態
と
市
内
で
行

え
る
国
刷
所
、
お
よ
び
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専

用
総
設
を
整
備
す
る
考
え
な
ど
に
つ
い
て
、

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

町議，
V

J

持
凱
委
員
会

A
4
少
子
・
高
齢
化
社
会
対
策

調
査
特
別
委
員
会

M
M
月
引

B
に
関
か
れ
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
と
小
・
中
内
手
m
mに
お
り
る
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
誠
事
国
し
ま
し
た
。

1i1;C代ヨーナー

-
傍
聴
の
ご
案
内

平
成
ロ
年
第

1
回
定
例
会
は
2

同
円
引
日

(
月
)
に
開
会
す
る
予
定

で
す
。本

会
議
は
、
原
則
と
し
て
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
傍

隠
で
き
ま
す
。

傍
聴
は
、
本
会
議
の
当
日
、
談

会問怖
1
隠
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

会
議
日
程
は
2
月
げ
臼

(ホ
}
に

決
ま
る
予
定
で
す
。

-
点
字
版
と
録
音
版

(一ア
l
プ
)

の
市
読
会
だ
よ
り

目
の
不
自
由
な
方
に
、
市
議
会

の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

-
E
J

『、 寸i

込こJJ;穿

自愛

問

質

市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
が
、
門
ば
用
問

日

・
日
白

-
M
Bの
3
日
間
、
叩
人
の
議

員
に
よ
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
女
性
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て

.
総
合
宿
祉
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

-
〈
必
殺
保
険
制
度
に
つ
い
て

-
ガ
ス
化
選
法
炉
に
つ
い
て

ば
市
議
会
だ
よ
り
」
の
点
字
版
と

録
音
版
(
テ
1
プ
)
を
作
成
し
て
い

ま
す
。ご

結
盟
の
方
は
、
ご
逮
絡
く
だ

さ
い
。

-
会
議
録
の
閲
覧

本
会
議
の
濁
読
状
況
な
ど
を
記
録

し
た
会
議
録
は
、
市
議
会
図
書
室、

市
政
情
報
室
、
市
立
の
図
留
館
市
北

部
・
南
部
・
奈
部
・
こ
て
は
し

・
一両

洲

・
み
や
こ
)
や
県
立
中
央
図
函

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
第

4
固
定
例
会
の
会
議

録
は
、
第
1
回
の
定
例
会
ま
で
に

作
成
す
る
予
定
で
す
。

-
環
境
行
政
に
つ
い
て

-
休
耕
回
の
活
用
に
つ
い
て

-
千
葉
・
市
原
丘
陵
開
発
に
つ
い
て

-
鉄
道
、
道
路
等
の
ト
ン
ネ
ル
、
公
共
建

物
、
ビ
ル
世
帯
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
落
下
お
よ

び
劣
化
に
つ
い
て

-
公
共
建
築
の
建
設
に
つ
い
て

-
丹
後
間
嶋
公
図
と
都
川
崎
刷
水
公
園
に
つ
い

て

*
稲
毛
区
天
台
町
に

あ
る
千
葉
県
総
合
運

動
揚
(
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
)
は
、
陸
上

競
世
間
山
崎
を
中
心
に
野

球
傷
、
武
道
館
、
プ

ー
ル
な
と
の
総
設
が
あ
り
、
広
く
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
の
協
と
し
て
利
用
さ
れ
、
ま
た
、

す

恕
い
の
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
親
し

ま

れ

て

い

ほ

ま

す

。

日

主
表
紙
に
掲
載
し
ま
し
た
写
真
は
、

1
月

明

3
日
に
行
わ
れ
た
、
全

国

高

校

サ

ッ

カ

ー

配

選
手
権
大
会
千
葉
会
場
の
試
合
風
間
取
で
す
。
掛

苔
都
圏
9
会
場
で
の
開
催
の
う
ち
、
千

葉

踊

会
揚
で
は
、
準
々
決
勝
を
含
む
8
試

合

.

か

刀

行
わ
れ
、
手
に
汗
湿
る
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
払

さ
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
全
国
政
映
も
さ
胎

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
も
市

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ぅ
l
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「
ち
.
は
市
警
E

だ
よ
り
』
発
行
委
員
会

町
一

沼

田
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問
い
合
せ
先
歪
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調
盟
国
課
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戸

d
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m
i
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